
四王の歴史を冊子に
縄
文
時
代
か
ら
易
代
に
至
る
ま
で
の
四
王
の
歴

史
を
冊
子
に
ま
と
め
た
下
諏
訪
町
の
矢
島
さ
ん

期
の
奈
良
、
平
安
時
代
初
期
に
は

毒
が
水
没
し
て
集
落
が
高
途

絶
え
て
い
た
ー
と
、
地
理
的
な
特

徴
を
解
説
し
て
い
る
。

四
王
の
歴
史
を
た
ど
る
章
で

は
、
▽
縄
文
▽
弥
生
▽
古
墳
▽
奈

良
、
平
安
▽
中
世
▽
江
戸
▽
明
治

▽
大
正
▽
昭
和
▽
平
成
－
と
、
時

代
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
地
域
で
、

ど
ん
な
暮
ら
し
や
産
業
が
あ
っ
た

の
か
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
。

縄
文
時
代
で
は
、
四
王
地
区
に

矢
島
さ
ん
ユ
年
か
げ
編
集

∴

下
諏
訪
町
西
四
王
の
矢
島
感

さ
ん
（
軍
は
、
縄
文
時
代
か
ら
現

代
に
至
る
ま
で
の
四
三
の
歴
史
を

冊
子
「
四
王
の
成
り
立
ち
と
歩

み
」
に
ま
と
め
た
。
8
0
年
近
く
住

む
四
王
の
地
区
に
何
か
貢
献
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
ー
と
の
思
い
か

ら
、
有
識
者
や
年
配
者
へ
の
聞
き

取
り
や
文
献
な
ど
を
参
考
に
約
l

年
を
か
け
て
編
集
。
四
王
の
歴
史

を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
ー
と

訂
心
い
を
強
く
し
て
い
る
。

町
門
銅
雛
凱
ポ
鞘
錮
摘

ど
を
多
数
掲
載
す
る
。
「
四
王
」

縄
文
晩
期
（
約
4
0
0
0
年
前
）

に
は
人
が
定
住
し
て
い
た
こ
と
が

「
四
王
前
田
遺
跡
」
（
現
大
和
電
機

工
業
敷
地
）
の
出
吉
野
ど
か
ら

確
認
で
き
る
と
紹
介
。
明
治
時
代

に
は
埋
め
立
て
が
進
み
水
田
地
帯

と
な
っ
た
が
、
当
時
の
地
図
で
は

ま
だ
4
戸
の
み
。
昭
和
に
入
る
と

舗
装
工
事
が
進
み
、
企
業
の
進
出

が
増
加
。
昭
和
4
0
、
5
0
年
代
に
は

湖
畔
地
域
を
中
心
と
し
た
「
一
ツ

浜
土
地
区
画
整
備
事
業
」
が
あ

邪
地
名
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
浜

で
仁
王
像
2
体
が
諏
訪
湖
に
流

就
、
今
の
四
王
の
地
に
打
ち
上
げ

官
た
去
す
る
有
名
な
説
の
ほ

か
数
説
を
栢
介
。
四
王
の
成
り
立

を
に
つ
い
て
は
、
諏
訪
湖
の
水
位

変
化
と
密
接
だ
と
し
、
最
高
水
位

り
、
現
「
ジ
ャ
ス
コ
通
り
」
か
ら

諏
訪
湖
讐
帯
は
急
速
に
宅
地

化
、
市
街
化
が
進
ん
だ
と
い
う
。

編
集
を
終
え
、
矢
島
さ
ん
は
「
四

王
は
昭
和
3
0
年
代
ま
で
は
田
ん
ぼ

や
畑
を
中
心
と
し
た
農
耕
地
帯
だ

っ
た
。
そ
の
後
、
市
街
地
化
が
進

み
、
現
在
は
2
0
0
0
人
を
超
え

る
人
が
住
む
地
域
に
発
展
を
遂
げ

た
」
と
変
遷
を
概
観
。
今
回
の
冊

子
は
個
人
的
な
興
味
で
作
成
し
た

と
し
、
「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

今
後
は
町
内
会
で
組
織
を
つ
く

り
、
こ
の
冊
子
に
肉
付
け
を
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
た
。

冊
子
は
約
5
0
部
作
成
し
、
町
内

会
や
協
力
者
ら
に
寄
贈
済
み
。
下

諏
訪
町
立
図
書
館
に
も
1
部
寄
贈

した。


